








小児期に発症した各種腎炎(IgA 腎症、紫斑病性腎炎、巣状糸球体硬化症、微少変化群)を

対象として、その患者血清中の、ヒトの腎臓などに対する自己抗体の存在を検討した。そ

の結果、小児期発症IgA 腎症の多く及び FGS 少数例の血清中に、腎や胎盤の抗原に対する

IgG 型または IgM 型の自己抗体が検出され、それらの抗体の疾患への関与の可能性が示唆

された。 


